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 学校便り No２８で、保護者の皆様からご協力いただいた学校評価アンケートの結果について

報告させていただきました。本校では毎学期末に生徒による「学校生活に関するアンケート」

を実施しており、今年度分の結果がまとまりましたので紹介します。結果は裏面です。各学年、

全体の１学期からの推移、全体については１，２学期の平均（小数点以下四捨五入）との比較を

載せてみました。数字から見えることを下記にまとめました。 

  

【全体】 

・１，２学期と比較してポイントが微増した項目が多いが、学年差も見られる。 

 ・１，２学期の平均と比べて向上している項目も多く、子どもたちの成長の跡が見て取れ 

る。一方、ポイントが８０未満の項目は、次年度に向けての課題と捉え、具体的な支援 

体制を構築していく必要がある。 

【１年生】 

 ・9や 11の項目が、向上していることが好ましい。他者意識の面での成長を感じる。 

 ・他学年に比べて低い項目については、４月からは２年生として、自分はどうしていくか、 

学級・学年としてどう取り組み、実行していくかを考えて更に成長して欲しい。 

【２年生】 

 ・何よりも大切と考える 18の項目が学年別に見たときに一番高くなっていることは好ま 

しい。部活動や生徒会の活動等で中心として頑張る立場となっている２年生の成長を感 

じる。 

 ・全体的にも高ポイントの項目が多いが、10については他学年と比較しても低く、今後の 

課題と考える。 

【３学年】 

 ・全体的に１，２学期よりも向上した項目が多い。進路決定の時期にしっかり自分と向き合

い、考え努力したことや、中学校生活の総まとめの時期に有終の美を飾ろうという気概を

もって生活できたことが、特に 6,10,11,17の項目の向上や、18の高い数字からもうかが

える。 

○家庭科の授業。２学期の１年生の裁縫の時間に引き続き、 

３学期は、２年生の調理実習の時間に地域のみなさからご 

協力をいただきました。大泉さゑさん、佐藤初子さん、鈴木 

肇子さん、鈴木真喜子さんの４名の皆さんから、子ども達の 

作業の見守り、調理器具の使い方、作業への助言をいただき 

ました。ありがとうございました。 

○３年生の英語での取り組みです。毎年シンガポールで開催 

される ASEAN市場最大級の日本の食に特化した見本市で 

ある「Food Japan」。それを子どもたちが自分たちでアレ 

ンジし、英語でプレゼンテーション。映像や実物も活用し、 

英語で楽しく発表しました。 

また今回の取り組みの良さとして、２年生も招待し、自分 

たちの取り組みを発信してくれたこと。酒田市の英語教育 

コーディネーターの土田順一先生（元本校校長）、遠藤理恵 

指導主事からも参観いただき、取り組みの良さを賞賛してい 

ただくと共に、今後へのご助言を賜ることができました。 
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